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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成１６年１２月１７日の決算発表時に公表した業績予想を下記のと

おり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 17 年 10 月期中間業績予想数値の修正（平成 16 年 11 月 1 日～平成 17 年 4月 30 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ９，６００ ２００ １００ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ９，９００ ６３０ １７０ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ３００ ４３０ ７０ 

増 減 率            （％） ３．１ ２１５．０ ７０．０ 

（ご参考） 
前期(平成 16 年 10 月期中間)実績 

９，０３１ ２１９ １１６ 

 
 
２．平成 17 年 10 月期中間連結業績予想数値の修正（平成 16年 11 月 1 日～平成 17 年 4月 30 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） １０，０００ ２００ １００ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） １０，３６０ ６４０ ３４０ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ３６０ ４４０ ２４０ 

増 減 率            （％） ３．６ ２２０．０ ２４０．０ 

（ご参考） 
前期(平成 16 年 10 月期中間)実績 

９，３２９ １９６ ６９ 

 



３．平成 17 年 10 月期通期業績予想数値の修正（平成 16 年 11 月 1 日～平成 17 年 10 月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） １９，４００ ４２０ ２２０ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） １９，７００ ８５０ ２９０ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ３００ ４３０ ７０ 

増 減 率            （％） １．５ １０２．４ ３１．８ 

（ご参考） 
前期（平成 16 年 10 月期）実績 

１８，４６７ ２７８ １６４ 

 
 
４．平成 17 年 10 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 16年 11 月 1 日～平成 17 年 10 月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ２０，３００ ４４０ ２３０ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ２０，６６０ ８８０ ４７０ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ３６０ ４４０ ２４０ 

増 減 率            （％） １．８ １００．０ １０４．３ 

（ご参考） 
前期（平成 16 年 10 月期）実績 

１９，０８７ ２２９ ７３ 

 
 
５．修正の理由 

   ①個別業績 
中間期につきましては、売上高は期初予想に対してほぼ予定通りの見込みであります。経常利

益は合成樹脂原料価格の値上げに対する価格転嫁と生産効率の向上等により、期初予想を 4億 30
百万円（215.0%）上回る見込みであります。また、関係会社株式の評価損を 1億 33百万円特別
損失に計上いたしましたこと及び関係会社株式と投資損失引当金の相殺に伴なう繰延税金資産

の取崩しにより、当期純利益は期初予想を 70百万円（70.0％）上回る見込みであります。 
通期につきましては、依然として不透明な合成樹脂原料価格の動向には留意する必要があり、

厳しい状況も予想されますが、中間期業績修正により、売上高、経常利益及び当期純利益とも期

初の予想を上回る見通しであります。 
  

②連結業績 

中間期につきましては、個別業績の上方修正に伴ない、売上高は期初予想に対してほぼ予定通

り、経常利益は期初予想を 4億 40百万円（220.0%）上回る見込みでありますが、連結では個別
の関係会社株式の評価損及び法人税等調整額が消去されるため、当期純利益は期初予想を 2億 40
百万円（240.0％）上回る見込みであります。 
通期につきましては、個別業績と同様に合成樹脂原料価格の動向には留意する必要があります

が、個別業績の上方修正見込みにより売上高、経常利益及び当期純利益とも期初の予想を上回る

見通しであります。 

 

※業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断したものであり、潜在的

なリスクや不確実性が含まれています。この影響のため、実際の業績が記載の見通しとは異なる

可能性があります。 

以  上 


